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次
の
ペ
ー
ジ

常
任
委
員
会
等
の
活
動
報
告
ほ
か

羽
は や ま

山るみ子
こ

　議員

市
政
情
報
の
提
供
と
し

て
今
後
行
う
市
民
説
明
会

に
つ
い
て
動
画
に
よ
る

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配
信
と
後

で
視
聴
で
き
る
ア
ー
カ
イ

ブ
配
信
を
行
う
考
え
は
な

い
か
伺
う
。

特
に
市
民
の
皆
様
の
関

心
が
高
い
、
あ
る
い
は
理

解
の
浸
透
を
図
る
べ
き
制

度
事
業
な
ど
は
動
画
を
作

成
し
配
信
し
て
い
る
。
市

民
か
ら
意
見
を
い
た
だ
く

説
明
会
等
の
配
信
は
、
参

加
者
個
人
の
特
定
に
つ
な

が
る
恐
れ
が
あ
り
、
十
分

な
リ
ス
ク
対
策
と
慎
重
な

検
討
が
必
要
。
特
に
重
要

な
施
策
な
ど
に
つ
い
て
開

催
さ
れ
る
議
員
説
明
会
の

配
信
を
行
う
こ
と
は
検
討

し
た
い
。

現
在
の
公
共
施
設
の
予

約
方
法
に
は
不
満
の
声
が

あ
る
。
今
年
導
入
予
定
の

「
新
公
共
予
約
シ
ス
テ
ム
」

の
概
要
を
伺
う
。

小
こ も り た ふ み や

森田郁也　議員

来
年
２
月
よ
り
運
用
開

始
予
定
の
新
シ
ス
テ
ム
は

現
行
の
空
き
情
報
の
確
認

と
予
約
に
加
え
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し

た
利
用
者
登
録
、
抽
選
の

参
加
申
し
込
み
や
抽
選
結

果
の
通
知
、
使
用
許
可
書

の
発
行
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
に
よ
る
利
用
料
支

払
い
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
可

能
。
導
入
後
当
面
は
電
話

予
約
や
窓
口
で
の
紙
ベ
ー

ス
に
よ
る
使
用
許
可
申
請

な
ど
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り

受
け
付
け
る
。

空
家
等
管
理
活
用
支
援

法
人
指
定
の
検
討
状
況
と

空
き
家
の
予
防
策
に
つ
い

て
伺
う
。

現
状
、
市
で
は
空
き
家

対
策
で
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足

を
認
識
し
て
い
な
い
が
、

全
国
的
な
傾
向
を
踏
ま

え
、
空
家
等
管
理
活
用
支

援
法
人
の
指
定
に
つ
い
て

来
年
度
か
ら
の
次
期
空
家

等
対
策
計
画
に
盛
り
込
む

た
め
準
備
を
進
め
て
い

く
。空

き
家
の
予
防
策
と
し

て
、
注
意
喚
起
文
書
の
送

付
、
空
家
等
無
料
相
談
会

開
催
の
ほ
か
、
空
き
家
バ

ン
ク
の
利
用
促
進
を
図
っ

て
い
る
。
ま
た
、
空
き
家
予

防
の
意
識
啓
発
の
た
め
の

消
防
団
員
の
現
状
と
確

保
策
及
び
負
担
軽
減
の
た

め
準
中
型
免
許
等
取
得
支

援
の
考
え
は
な
い
か
伺

う
。市

の
消
防
団
員
は
過
去

10
年
で
減
少
し
て
お
り
、

20
代
・
30
代
の
割
合
が
減

り
、
40
代
以
上
が
増
加
し

て
い
る
。

団
員
確
保
の
た
め
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
や
行

事
の
見
直
し
に
よ
り
負
担

軽
減
を
図
り
、
若
年
層
や

女
性
の
勧
誘
も
推
進
し
て

い
く
。
ま
た
、
更
な
る
加
入

促
進
に
向
け
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
の
運
転
に
必
要
な

準
中
型
免
許
取
得
等
の
支

援
も
検
討
し
て
い
く
。

一般質問

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ ■
市
民
説
明
会
に
つ
い

て

■
公
共
施
設
予
約
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て

■
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

■
消
防
団
に
つ
い
て

櫻
さくらい

井 肇
はじめ

　議員

４
小
学
校
統
合
の
方
針

が
示
さ
れ
た
が
、
そ
の
理

由
、
今
後
の
進
め
方
を
伺

う
。石

鳥
谷
地
域
の
各
小
学

校
児
童
数
も
減
少
の
一
途

を
た
ど
っ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
小
学
校
の
保
護
者

よ
り
ご
意
見
や
ご
質
問
を

い
た
だ
き
な
が
ら
将
来
的

な
小
規
模
化
へ
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
検
討

し
て
い
た
だ
い
た
。
今
後

各
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
か

ら
選
出
し
た
19
名
に
小
中

一
貫
教
育
に
つ
い
て
の
勉

強
会
や
先
進
地
視
察
を

行
っ
た
上
で
、
小
中
学
校

を
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の

６
・
３
制
の
学
校
と
す
る

の
か
義
務
教
育
学
校
を
含

ＱＡ ■
石
鳥
谷
４
小
学
校
統

合
に
つ
い
て

佐
さ さ き

々木精
せいいち

市　議員

要
請
は
、
通
報
の
内
容

に
72
項
目
の
キ
ー
ワ
ー
ド

が
含
ま
れ
る
場
合
、
ま
た

は
救
急
隊
員
が
傷
病
者
を

観
察
し
、
よ
り
早
く
医
師

の
治
療
が
必
要
と
判
断
し

た
場
合
に
行
う
。
消
防
署

と
の
連
携
は
、
消
防
自
動

車
が
ヘ
リ
着
陸
可
能
か
の

判
断
、
砂
埃
飛
散
防
止
の

散
水
や
安
全
管
理
な
ど
を

行
い
、
着
陸
後
は
救
急
車

内
で
医
師
が
診
察
・
処
置

後
に
空
路
又
は
陸
路
で
医

療
機
関
へ
搬
送
し
て
い

る
。 ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
要
請

か
ら
出
動
ま
で
の
流
れ
お

よ
び
消
防
署
と
の
連
携
に

つ
い
て
伺
う
。

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ル
ち
ゃ

ん
が
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
公
認
さ

れ
た
経
緯
と
、
今
後
の
展

開
に
つ
い
て
伺
う
。

平
成
20
年
２
月
に
花
巻

市
青
年
会
議
所
が
市
内
高

校
生
お
よ
び
大
学
生
を
対

象
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
、
同
青
年
会
議
所

が
学
生
と
共
同
で
募
集
、

審
査
を
行
い
デ
ザ
イ
ン
が

決
定
さ
れ
た
。
市
は
平
成

21
年
５
月
に
「
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ル
ち
ゃ
ん
」
を
公
認

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
決
定
し

た
。
今
後
も
市
の
Ｐ
Ｒ
や

イ
ベ
ン
ト
等
に
活
用
し
て

い
く
他
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
周
知
し
て
い
く
。

病
床
稼
働
率
・
入
院
患

者
数
は
改
善
傾
向
に
あ

る
。
外
部
人
材
・
コ
ン
サ
ル

導
入
で
再
建
を
推
進
。
救

急
は
医
師
・
看
護
師
・
事
務

の
体
制
を
維
持
し
、
転
送

連
携
の
仕
組
み
も
確
保
。

市
民
の
不
安
に
は
「
地
域

医
療
連
携
・
患
者
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
」
の
相
談
員

が
対
応
し
、
意
見
箱
も
活

用
。
新
経
営
陣
以
降
、
市

と
の
情
報
共
有
が
進
み
、

関
係
性
も
良
好
と
認
識
し

て
い
る
。

総
合
花
巻
病
院
の
経
営

改
善
の
進
捗
、
安
全
管
理

体
制
と
救
急
対
応
の
実
効

性
に
対
す
る
市
の
評
価
に

つ
い
て
伺
う
。

架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
※
）
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
（
※
）
の
運
用
状

況
、
教
育
委
員
会
と
現
場

の
認
識
差
へ
の
対
応
を
伺

う
。架

け
橋
期
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
は
園
と
小
学
校
の
連
携

を
基
軸
に
策
定
。
学
童
ク

ラ
ブ
と
の
情
報
共
有
も

推
進
し
、
育
ち
の
連
続
性

を
支
援
し
た
い
。
制
度
趣

旨
に
反
す
る
対
応
の
是
正

や
認
識
の
温
度
差
解
消
に

向
け
、
会
議
や
研
修
、
実
践

例
の
共
有
を
強
化
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
は
全
中
学
校
区
に
導
入

済
。
地
域
参
画
を
促
進
し
、

学
校
と
地
域
の
協
働
体
制

を
さ
ら
に
深
め
た
い
。

鹿
ししうち

討 康
やすひろ

弘　議員

■
教
育
委
員
会
と
教
育
現
場

と
の
関
係
性
に
つ
い
て

Ａ Ｑ

ＱＡ

Ｑ

ＱＡ

Ａ

■
総
合
花
巻
病
院
の
運
営
及
び

医
療
体
制
の
改
善
に
つ
い
て

■
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
つ

い
て

■
花
巻
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て

一般質問

菅
すがわら

原ゆかり　議員

予
防
策
の
普
及
啓
発
と

聴
力
検
査
ア
プ
リ
の
活
用

に
つ
い
て
伺
う
。

高
齢
者
の
方
々
に
加
齢

性
難
聴
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
周

囲
の
方
々
に
も
理
解
が
図

ら
れ
る
よ
う
正
し
い
知
識

と
予
防
対
策
に
つ
い
て
、

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

啓
発
チ
ラ
シ
を
活
用
し
な

が
ら
周
知
に
努
め
る
。「
み

ん
な
の
聴
脳
力
チ
ェ
ッ
ク

ア
プ
リ
」
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
活
用
が
有
効
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
た
場
合
に

は
導
入
を
検
討
す
る
。

令
和
６
年
４
月
に
県
の

条
例
が
施
行
さ
れ
た
が
、

市
に
お
け
る
条
例
化
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

県
の
条
例
が
理
念
条
例

に
留
ま
る
こ
と
か
ら
、
支

援
窓
口
の
設
置
や
見
舞
金

の
支
給
と
い
っ
た
支
援
制

度
や
犯
罪
被
害
者
等
支
援

条
例
を
独
自
に
制
定
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
犯
罪

被
害
者
等
支
援
の
条
例

化
、
制
度
化
に
つ
い
て
早

急
に
検
討
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ
■
ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
（
加

齢
性
難
聴
）
対
策
に
つ
い
て

■
犯
罪
被
害
者
支
援
に
つ

い
て

※架け橋プログラム：  ５歳～小１の接続期に園と学校が連携し、教育の連続性を図る国の取組。

※コミュニティ・スクール：学校と地域が連携し、住民が学校運営に参画する制度。全中学校区で導入済み。

む
小
中
一
貫
校
の
ど
れ
が

ふ
さ
わ
し
い
か
と
い
っ
た

検
討
を
し
て
い
た
だ
く
。

一
定
の
方
向
性
が
定
ま
っ

た
ら
、
各
小
中
学
校
の
保

護
者
全
体
に
対
し
て
説
明

と
協
議
を
行
い
、
了
承
い

た
だ
い
た
場
合
は
６
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
ご
と
に

地
域
の
方
々
に
対
し
て
の

説
明
と
協
議
を
進
め
、
ご

判
断
い
た
だ
き
た
い
。

情
報
を
市
Ｈ
Ｐ
で
周
知
し

て
い
る
。

石
鳥
谷
４
小
学
校
に
お

け
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

行
状
況
を
伺
う
。

ＱＡ ■
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

行
状
況
に
つ
い
て

石
鳥
谷
小
学
校
で
は

大
瀬
川
、
八
日
市
の
２
路

線
、
八
重
畑
小
学
校
で
は

山
屋
・
五
大
堂
の
路
線
、
合

計
３
路
線
を
運
行
し
て
い

る
。
八
幡
小
学
校
と
新
堀

小
学
校
に
お
い
て
は
バ
ス

運
行
し
て
い
な
い
。


